
家庭菜園に関する相談は、営農経済センターのTAC（タック）までご連絡ください。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

令和５年産米づくりに向けた水田管理

イチゴのわき芽整理

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　近藤 勝さん

 

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　高井 啓さん

家庭菜園
苦土石灰と完熟堆肥は、種まきや植え付けの2週間前に、元肥は1週間前に施用するよう
に説明がありますが、なぜ同時に施用してはいけないのですか？

水稲

イチゴ

 厳寒期にわき芽整理を徹底することで、繁忙期となる春期の負担を軽減
し、安定出荷を目指しましょう！
○なぜわき芽が増える？
　最初はクラウンの頂点だけに生長点があり、生長点の先に花芽ができる
とそれ以上葉が展開せず、両脇に新たな生長点が発生します。この両脇の
生長点の先に花芽ができるとさらに両脇に新たな生長点が発生します。
　この他、どろ芽や横芽と呼ばれる下位節から発生する弱い芽もあり、わ
き芽の整理をしないと１株で６芽以上になる場合もあります。
○芽数が多いのは、いいこと？悪いこと？
＜メリット＞
・葉の枚数が増えるため、草勢が確保しやすい
・芽の数だけ果房数が増えるため、花数自体は多くなる
＜デメリット＞
・葉が多くなりすぎて込み合い、風通しが悪くなるほか、農薬がかかりにく
く、病害虫が発生しやすい
・果房数が多い分、果実の数が多くなるため、なり疲れや小玉化しやすい
○わき芽の数はいくつがいい？
　品種により異なりますが、一般的には１～２芽管理が良いと言われます。
＜１芽管理＞
・１芽にする手間がかかるが、葉数や花数は限定されるため、最終的には
管理しやすい
・なり疲れが少なく、大玉を収穫しやすい

＜２芽管理＞
・２芽にするため、どれを残すか考えながら整理するため時間がかかる
・収穫量は１芽管理よりも多くなりやすい
○どうやってわき芽を除去する？
　基本は手で除去しますが、大きくなりすぎた芽や果房を傷つけやすい位
置の芽を除去する場合は、マイナスドライバーなどを利用すると除去しや
すいです。
○どの芽を除去する？
　正規の残すべき芽は果房直下から発生しており、手で触ってもがっちり
しています。どろ芽や横芽はクラウンとの設置面積が少なく、触るとペコペ
コ動きます。正規でない芽は、本葉１枚目が正常に展開しない場合が多い
ので、見分けやすいです。

　毎年のように異常気象が発生し、水稲の収量・品質に大きく影響を及ぼ
しています。気象変動による影響を緩和し、安定した収量・品質を確保する
ため、土づくりなどの冬季の作業を確実に行いましょう。

１　土づくり
（１）稲わらのすき込み
　稲わらは、地力の維持・向上に必要な貴重な有機物です。できる限り焼
却などはせずに、稲刈り後すぐにすき込みます。やむを得ず、稲わらを搬出
する場合は、堆きゅう肥を投入し、地力の維持を図ります。
【堆きゅう肥の例】
●牛糞：１～２㌧/10㌃　●豚糞：0.5～１㌧/10㌃
（２）けい酸資材の投入
　稲は「けい酸植物」とも言われ、多量のけい酸分を必要とします。けい酸
は葉や茎を強くし、倒伏軽減の効果などが期待できます。冬季の耕うん前
にけい酸資材を散布し、稲わらと一緒にすき込みましょう。
【けい酸資材の例】
●農力アップけい酸Plus＋
　（リン酸４％、加里７％、けい酸２３％）：60㌔/10㌃

２　冬季の耕うんとジャンボタニシ対策
　冬季の耕うんは、土壌中の有機物の分解を促し、地力の向上に繋がる
他、多年生雑草（クログワイ、オモダカ）の塊茎を枯死させるなど、雑草
防除にも有効です。また、ジャンボタニシの越冬貝を駆除する効果もあ
ります。

（１）冬季の耕うん
　地中に潜った貝を掘り起こすため、厳寒期（１～２月）に冬季の耕うんを
複数回実施し、貝を寒さに当て駆除しましょう。耕うん時は、トラクターの走
行速度を遅くし、ロータリーの回転を速く、浅く耕うんするようにしましょう。
ハローで作業するのも効果的です。
（２）水路の泥上げ
　用排水路の泥上げは、越冬貝を減らす効果が期待できます。貝を拾い集
め、ゴミ袋で廃棄したり、貝をつぶすことで確実に駆除するようにしましょ
う。特に、越冬しやすい２～３㌢の小さい貝は確実に駆除しましょう。

ジャンボタニシの成虫

＜わき芽整理前＞　　　芽の位置 ＜わき芽整理後＞　　　1芽管理なら除去

かいけい こ　し

Q A&
Q1

　時間差をつけて施用するのは、肥料によっては苦土石灰などと同時施用すると成分が損なわれる場合があ
るのと、これらの資材が土に馴染むまでの時間差があるからです。苦土石灰は水に溶けにくく、有効成分のカ
ルシウムやマグネシウムなどが時間をかけて徐々に溶けながら効果を発揮します。完熟堆肥も、微生物のエサ
となり分解されていくため、効果の発揮に時間がかかります。これに対して、元肥の化学肥料は、速やかに水
に溶けて土に馴染み、作物に吸収されやすくなるため、植え付けの1週間前くらいが適当です。
　なお、未熟な堆肥はアンモニアを多く含み、石灰成分と反応するとアンモニアガスが発生する場合がある
ため注意が必要です。施用の際は完熟堆肥を選ぶようにしましょう。

A1

スジ（繊維）っぽいサツマイモができてしまいました。原因は何ですか？Q3
　繊維の多いサツマイモの特徴は、「サツマイモの表面やひげ根のくぼみの凸凹が深いもの」「ひげ根自体
が多いもの」「細くて小さいもの」などがあります。
　サツマイモは肥料をほとんど与えなくても栽培できるので、昔から「地力があって肥料気のない土で作れ」
と言われています。肥料の中には塩化カリなど塩素を含むものがあるので、与えすぎると繊維が多いサツマイ
モに育ってしまう可能性があります。完熟堆肥で土作りを行い、肥料は控えめにすることがサツマイモ栽培の
ポイントです。
　また、猛暑はサツマイモの品質に影響します。自然はコントロールできませんが、猛暑が続く中での栽培
は、形が不ぞろいになったり、スジ（繊維）が多いサツマイモになったりする場合があるようです。

A3

石灰は作付けをするごとに施用が必要ですか？Q2
　家庭菜園では、石灰を毎回施用する必要はありません。通常は、1年に1回程度、苦土石灰を1㎡あたり100
㌘程度施用すればよいでしょう。但し、ホウレンソウのように酸性土壌を特に嫌う作物を栽培する場合には、
過去1年以内に施用していても、苦土石灰などを1㎡あたり50～
100㌘程度、栽培前に施用してください。作物にとっては必要な
石灰ですが、必要以上に連用すると土壌がアルカリ性に偏ってし
まい、作物にさまざまな弊害も出てきます。土壌のpHを測定し
て、各作物にとって適正な土壌pHで栽培することが必要です。な
お、土壌pHの測定を希望される場合は、ＪＡにしみのの各支店・
営農経済センターまでご相談ください。
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